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地下水を通じて

開発途上国研修貝との13年

蔵田延男(元所員･現地下水技術センタｰ主宰)

������

まえがき

1960年当時国連機構のなかにエカフェ･ECAFE(現在

ESCAP)と称して東南アジア諸国の技術協力や経済協

力の世話をする部門カミあった.生活のための用水を確

保する上で地下水の開発を技術的に援助してやること

が焦眉の急務であるという判断のもとにそのエカフ

ェが提唱した“地下水開発技術研修センタｰ"の構想を

海外技術協力事業団(現国際協力事業団)でやっていた

集団研修コｰスのかたちでとり込みその技術的訓練を

通産省の地質調査所と日本さく井協会(現社団法人全

国さく井協会)とが受け止めたかたちでまがりなりにも

1979年度末までに30ケ国152名の政府公務員に地下水

開発技術の研修をやりおおせた.

前半はその企画調整役として後半は事業団側のコｰ

スリｰダｰという立場でこの仕事を13年間ひっぱって

きた私として1980年以降この研修プロジェクトカミ筑

波学園都市の事業団の手に委ねられていこうとしている

のを機会に13年間の記録を残しておくことを決意した.

あとを継ぐ人たちや地下水の開発を心がける人たち

さらに外国人の研修業務に携わる人たちにとって何時

か何かの役に立つこともあろうと期待しながら一.
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1.コロンボにおける提案

1960年2月ちょうどいまから20年ほど前のことにな

るが当時セイロンと呼ばれていた現在のスリランカ

の主都であるコロンボ市においてエカフェ(アジア

極東経済委員会)主催の第4回水資源開発技術会議カミ行

われた･そしてその会議の席上でエカフェ域内の

水資源開発計画を配慮する上で地下水資源が非常に大

切なものであることを認め合わたければならないという

ことと一緒にその開発のために従事できる技術者の訓

練教育を緊急にやらなけれぱならないぞというご託宣

がでた･具体策として地下水開発技術研修センタｰ

の設置設立をどこかの国で引き受けてくれないかと

いう提案があり各国間で問題になったカミ席上地盤

沈下のことなどで地下水に深い関心をもっているとス

ピｰチしていたわカミ目本代表団はこの件に協力する

旨発言を行った.

そのときの代表団に私も加わっていたカミ当時の会議

のムｰドからすると日本が引き受ける公算は小さかっ

た.事実タイやシンガポｰルなどが議論に加わってい

たし61年6月にはインド政府カミこの地下水開発技術

研修センタｰを引受けるかにまではなしが進んだ.

ところがインドは別な水文研修センタｰを引受けること

で間もなく否定の回答が出てそのあとしぱらく経っ

て日本政府に是非なんとか引受けてくれないかといって

きた.

エカフェ事務局からそのときセンタｰ設置の原案とし

て示されたものは地下水の開発計画をたてられるよう

在技術者とボｰリングなど実際のさく井現場技術者と

を毎年25名ずつエカフェ域内関係国から研修員として

受け入れ前半年は日本国内でまた後半年は研修員の

母国での実地研修を指導して廻るという枠組みのもとで

とりあえず5億円ほどの資金を必要とする規模のもので

あった.5億円ていど国連の方からでるのでたいかと

甘い考えをもっていたら域内で先進国になる日本カミ

国連の特別基金の類の資金供与を受けることはでき狂い

日本政府こそ出すべきであるという建前だとわかり

資金調達の面ですこぶる困難と判断されるような状態

になってきた.

地盤沈下に対する法規制や公害二法の制定直後であっ

て経済界のこの方面への協力は必ずしも希望的とはい

えないときでもあったので如何せんと狂やんでいたさ

なかエカフェの水資源局長を日本人としてつとめおえ

て帰国されていた安芸咬一先生から基本的な海外技

術協力のありかたについてのアドバイスをもらったのと�
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図一1

地下水開発技術研修180目の予定で

はじまるその開講式.

同じころ通商産業省経済協力部門で海外技術協力事

業団OTCA(海外技術協力事業団Ov｡｡s｡｡｡T｡｡hnica1

C･･pe･･tionAgen･y略してOTCA)のなかに集団研

修コｰス(グルｰプトレイニング)の制度がありそれにの

ってとりあえず実績を打ちだしておくのがよいのでは

ないかという示唆を受けたのでわたりに舟とこれにと

びっくこととした･1ヵ年の準備を行い1967年度の

集団研修コｰスの狂かに地下水開発技術研修コｰスが

ひとつ加わったかたちでセンタｰ構想の身代りとして

発足することとなったのである.

2･初期の研修計画反面教師の批判など

1967年OTCAの地下水開発技術関連の集団研修コｰ

･スは6月カゴら12月に亘る正味6ヵ月の間12名の研修

員を対象として実施する運びに至った.私案として

開発の企画や調査の計画を立案するための理論めいた

図一2安蘂鮫一先生の講義.世界の水論議.

('71アドヴァンスコｰスのとき)

ものや調査技術を研修するグリｰンコｰスとボｰリン

グなど現場の開発技術を研修するブルｰコｰスとをつく

り6ヵ月のうち前後合わせて3ヵ月は一緒の講義

見学のスケｰジュｰルだがなかほど2ヵ月余りはそ

れぞれ別々のコｰスで研修する計画をつくった.

たまたま通商産業省地質調査所で沿岸鉱物資源開発研

修コｰスをはじめる運びになっていたこともあって地

質調査所海外室を実質受け入れ母胎とし講師陣は地

質調査所のほか日本地下水学会や日本さく井協会の会

員のなかからテｰマ毎に応援してもらうということとた

った･そしてブルｰコｰスの方は途中から日本さく

井協会の大手会員の会社の現場を廻って掘さく技術

電気検層揚水試験井戸仕上げなど専門の技術訓練を

してもらうことになった.

ところでこのOTCA集団研修コｰスはコロンボプ

ランなどによる日本政府の対外技術協力の一環として

行われていた.まず1950年にコロンボで開かれた英連

邦内開発途上国援助のための会議いわゆるコ原シボ会

議グ)席上決められたコロンボプランというのがあ､る.

ン):コロンボプラン加盟国のなかに冒本カナダオ

ｰストプフアニュｰジｰランドイギリスおよびイン

ドの6ヵ国が援助を与える国として入ってお主)これに

対してタイフィリピンビルマパキスタン大韓

民国など1遂ヵ国が援助される国という振り分けで入って

いた甜そして援助国はそれぞれ被援助国の技術援助

経済協力を行うというとり決めが行われていた.毎年

目本政府はそのための支出を行っていたカミこのコロン�
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ボプランと別に日本独自の対外政策として中近東一

アフリカ地域中南米地域その他地域の開発途上国援助

計画をもっていたのでこれらを合わせると全世界70

ヵ国前後の数の国に日本の資金で技術経済援助を

行うことカミできる仕組みになっていた.

そこでコロンボプランなどによる………という表現

をつけ加えるとエカフェ域内関係国に限らず全枇界

の開発途上国を対象にして技術者を日本に招いて研修

をさせたり日本の専門家を先方国に派遣したりして

相互に技術協力をすることができるようになっている.

そしてこうした国内での開発途上国相手の研修コｰスは

農業は稲作にはじまり通信漁業鉄道発電といろ

いろの専門分野におよんでいる.1965年当時30ていど

68年には70近い数になりさらに70年には90前後に急増

していた.したがって割り振りの予算などで必ずし

も豊かでなくセンタｰ構想のときにくらべるとか放

りきゅうくつな思いをさせられることもなきにしもあら

ずであった.

図一3故坂本峻雄先生の講義珍漢の地

下水理について半目.スケジュ

ｰルの中できわめて貴重.

ともあれ12名公募のところ11名になったカミ67年第

1期の研修員が来日し東京は市カミ谷自衛隊うらの0T-

CA付属の東京国際センタｰTICに寝泊まりしなカミらの

研修がはじまった･67年6月10目付の読売新聞サイド

ライト欄に当時科学部にいた地質家の故伊佐喬三君が

次のよう狂ことを書いてくれた･

r今年は梅雨に入るのがおそく水不足になやんだ年

であったが水は貿易によって有無相通じさせうるもの

ではたいリットル2銭でいど(当時の東京都の水道料金)

の水をタンカｰで運んで引き合うわけはないし1目当

りの必要量も石油の1,000倍となるとこれはまさに

自給自足でいくより仕方がない.

そういう水資源ではあるが日本の技術や行政施策は

諸外国に教えるほどの水準にまでまだ達していない.

しかし地下水の取り過ぎ地盤沈下の活発なひろがりな

どなどアジア各国の技術者に“気をつけないとこう

校りますよ"と教える“反面教師"のかっこうよろしく

日本の海外技術協力の一環として開発途上国11ヵ国の

技術者に地質調査所や日本さく井

協会などカミ地下水資源開発計画のた

てかたや井戸の掘さく技術を教えて

いる』………と.

OTCAカミ目本へ招いた研修員1万

人目に相当する一･その研修員カミ

最初の年の参加者であるセイロン

ク)ミスタウイックマラトテネ

クｰンという順番になり記念賞を

もらって来目早々大喜びであった.

こうしてまずは地下水資源開発技

術集団研修コｰスがめでたく船出を

するに至った

3｡研修の基本姿勢と問題点

冒頭に述べた通りこの地下水資源

図一4電気探査の戸外実習(1967)�
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開発集団研修コｰスは開発途上国にもっとも必要な地

下水の開発の企画と現場両方の技術者がこの研修を通

して自分の能力を替発していけるように願って推進さ

れていた.したがってこうした目標に忠実にプロ

グラムを組み講師陣をそろえ講義と実習あるいは見

学を行うようにし泣ければ折角の日本政府の好意は価

値を失たうことに狂りそれがひいては国と国との間

の信用問題にも関わってくるわけである……という風に

考えて…….

そこで地下水学あるいは水理水文地質学の基ぞ論と

応用篇とを一方の柱(全体に対するウェイト30%)にし

井戸についての理論と技術とをもう1本の柱(同じく

ウエイト30%)としこの2本の土台柱の上に地下水開

発現場技術(ウェイト40%)を想定して研修プログラム

を調整しそれに見合った講師陣や実地見学あるいは実

習をするように進めるのか地下水開発コｰスの基本的

姿勢と考えられるに至った.

図一5最初の見学先で(1967年)

数の井戸のレイアウト井戸とポンプの相関々係浅い

井戸の掘りかた水源適地のみつげかた……といったよ

うなことを重点的にとりあげることカミ必要になりそれ

ぞれに実地経験の豊かな専門家に協力をえることがさげ

られない事情になった.

したがってたとえば井戸の掘さく技術そのものも

大事であるがその井戸に対して地下水が入ってくるプ

ロセスさく井工事の仕様工事費井戸の仕上げ複

図一6TIC研修室で等値線づくりをする(蜘昨)

地質調査所日本さく井協会および日本地下水学会カミ

中心と放って上に述べたようなかたちで68年69年と

研修の実績をあげてきたカミその過程にあっていくつ

かの問題に遭遇世ざるをえなくなってきた･

そのひとつは英語を話す講師が少なく通訳を必要

とするため講義に時間がかかりディスカッションや質

問あるいは実習の時間が思うようにえられずこれがま

ず研修員の望むところと次第々々に食い違いを大きくす

るいとぐちとなってしまった.

これに加えて講師たちはていどの高いは征しをする

場合が多く研修員の知識経験の度合の平均からすると

かなり高過ぎるということでもっと手前のばなし一･

たとえば浅井戸の掘りかたとか地質と地下水の関係と

か………をくり返してやることカミ必要ということがわ

かってきた.

濠た別校問題としてはコｰス全体に重要匁かかわり

合いをもつ水井戸さく井現場カミ東京都内および周辺

では規制されている関係から遠くへでないと視察でき

狂いというなやみカミ予想以上に大きくでてきた血わ

かっていたことであったカミ現場への往復(術が各界隈か

ら)に時間カミかかり過ぎ世請する方も研修員の方も

疲労するわり合いに効果があがらないことが分ってきた.

さらにブルｰ3山スの方の研修員の方は出身がさく井

技術者つまりドリラｰとしての経験者で0TCAの集

図一7いわき市でのドリリング現場訓練(1975)�
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団研修参加資格でいう一定の学歴と英語に堪能という

条件を充すに不充分放場合カミ多いということから日本

政府が招致するにしても適格者カミ集めにくいという事

情が次第に浮き彫りになってきた.

そこで69年にはグリｰンコｰスブルｰコｰスの区

別を止め1本化してしまうわけであるがこうした結

果さく井現場関係の協力が一時大巾後退する破目に陥

り学者の講師陣がウエイトを大きく占め現場経験の

生々しいレクチュアなどが締めだされてしまうように

なった.

こうして本来の地下水開発技術の研修が地下水地

質学基礎コｰスのような状況になっていき研修員から

率直な批判がでるにまでに至った.

ちょうどそのころからエカフェ域内関係国をおも

に招致の対象にしていた枠をひろげてコロンボプラン

次ど……の“狂ど"のところに肩入れして招致対象国

を中南米や中近東に押しひろげたこともあってイラク

ブラジルボリビア狂とが研修員をつづけて送りだして

くれるようになりさらにフィジｰマリジャマイカ

タンザニアなども加わってきた.

4.アドバンスコｰスおよび亙AH国際会議をめぐって

地下水に関したこの種海外技術協力の面で教科書の

ような教材が日本語のものがあっても英語で活字に

なっているものがない.まさか英米の出版物を教科書

にするわけにもいかたいので自製手製のものにする

のが原則になった･すると表1枚つくるにも想像以上

の時間と労力がいる･それにもっと心配なのカミ島喚

と大陸ウエットとドライの違いをどのように講義や教

材の上に反映さ世でいくかということであった.日本

や台湾フィリピンインドネシアのよう校湿潤で雨

の多い島喚国家おまけに火山帯で規定される島国の資

料や教材かインドや中近東アフリカあたりの雨の少

たい結晶質の岩盤でできている大陸国家の研修員に理

解してもらえるかどうか資料不足といわれるのではた

いかと案じていた.

日本などでは地下水がまだ固結していない砂れきの

層のなかに多いので井戸を掘るにも泥水のなかで重

量のある鉄製のビットをうかし気味にして相手を砕き

だから掘り進んでいくバルカッションもしくはロｰビ

ング方式の掘さく法カミ主体を占めている･ところカミ

堅い岩盤や石灰石などのなかに地下水がおもに含まれて

いる大陸の国々ではダイアモンドや硬い金属製のビッ

ト直接岩石を削り取って掘り下げていくロｰタリｰ

方式の掘さく法が広く使われており教材資料にしても

視察見学の対象にしてもできるだけ偏らずに進められ

るようずい分と苦労したのである.この点はアフガ

ニスタンかイラクの研修員につつかれたことがあった

図一8気象庁で天気図が自動的

に作図されるのに見入るフ

ィリピンのポリナｰ君

���

図一9

太閑市水道局を訪問した研修員一行

(尊前うしろ向き市長1977年)�



が幸い狂んとか公式論にたよるかたちで押し切ってし

まった.

またアフリカや高原状の土地の広い大陸諸国では

1目20m330m3の地下水が汲みだせてもそれは立派

な井戸成功した井戸の部類に仲間入りできる.何百

人の住民何千の家畜がそれで充分うるおうわけである.

一方低湿な沖積氾濫原がひろい沿海地帯や島喚カミ領土

になっている国では時間当り200300場合によれ

ば500m3といったような欠きた水量が地下水開発の

成果を示す目じるしになっている.数字の開きが大き

い.したがって深さとか水位水量に関係した数字だ

けとりあげていては井戸のよしあしはいえないという

ことにたる.

こんなことが試行錯誤のかたちで進められている間に

少しずつ自信もできてきた･初期講師の不馴れや教材

不届で必ずしも充分しらしめて狂かったことがあるとい

うことにも気づきまた計測器材もよいものができてき

ていたので1967年以降69年までの研修員の再研修計画

案をOTCAにもち込んだ･とりわけ熱心そうであった

研修員の派遣国に対して再招致の案内をだしいささ

か高度のリサｰチワｰクをしてもらうつもりで1971年

度3ヵ月に限ったアドバンスコｰスを計画したのであ

る･当時のOTCAとしては10年ていどの経過実績を

みてこの種一歩内容的に高いコｰスを設けるというの

が原貝I｣であったらしいがたまたま同年IAHインタｰ

ナショナルアソシエイションオブノ･イドロジイ

国際地下水会議がいつも欧州各国で開かれていたのを

東京で開くことになったこともあってそれに研修員全

員を出席させ効果的に広く世界の観点から地下水の開

発保全問題にふれさせることをモットｰにしてOTCAに

無理に頼みこみ8ヵ国8名の研修員の再招致に成功し

た.

図一ユエ井戸の水位を測り採水して水温をよみとる

図一ユ0松本市水道局で大口径集水井をのぞき込む(1978)

アドバンスコｰスの成果は国際会議の関連もあって

至って好評であった･2度目となると研修員の方もな

れて何かとスムｰスにことカミ違ぶ7～8までしゃべ

るとほとんど10まで理解してくれるから視察旅行に

いっても実習にでても収かくのていどがずっと大

きくなってくるのがわかる.

翌72年にはレギュラｰコｰスと別にエチオピアの

第1期参加者であったミスタエフレムグワデが

政府関係者からの申してに加えたまたま同国の地下水

開発を技術協力の線から経済協力の線にもっていくた

めの手立てとして日本側のさく井会社カミ積極的に働き

かけたので1ヵ年の長期再研修がみとめられ夫妻で

来日さく井の現場に2～3ヵ月ずつ滞在して実技を学

ぶようになった.ミスタエプレムの夫人は67年当

時TICの職員であった秋田出身の柴田幸子さんでミ

スタエプレムの来日3ヵ月目に恋愛研修員の世話を

していた西川昭司君も知らないうちに結婚の約東にまで

こぎつけていたという実は地下水開発集団研修コｰス

のエピソｰドN0,1の当事者でもあったわげである.

図一ユ2水質の測定を買ってでたタイのアラヤ夫人(1977)�
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表一1

地下水開発技術集団研修員の13年問の国別年度別参加者数一覧
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5.もろもろのエピソｰド

毎年12名の定員牢予定していたが決まってから突然

来狂くなっだり種々の都合で1～2名減ることがあっ

て少ないときは9名に在ったこともあった.はじ

めは女性の参加はなかったが最近ではタイイラク

放ど活発な女性の参加があり“紐一点"が旅行先などで

語題になったことも少なくない.いろいろのエピソｰ

ドがとかく在京中より旅行先で生まれる便肉が大きく

ホテルのルｰムチャｰジが高過ぎるからと海水浴場の

更衣所で寝泊りして翌朝っれ戻しにいった探索隊一行�
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表一2参加研修員各国の水井戸さく井に関する諸事情
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にまっ裸で太平洋を泳いでいるところをみつけられて

一躍評判男にたった某国地下水課長もいる一方東北旅

行の途上秋田から乗車した列車のなかで秋岡美人を

追って夢中に在り途中車両が切りはなされていたのを

知らず青森についた本隊か某国人1名行方不明とい

うことでおおあわてするといったようなさまざまな

エピソｰドを秘めながら1979年までの間に合計152名

の研修を終了した.その年次別国別の一覧表は前

頁の表に示す通りである.

もともと発電所港湾橋梁あるいは冶金自動車な

どというように世界どこへいっても根本に共通の部分

が大巾に占めているよう匁技術と違って地下水となる

と国々で事情カミ相異し土地々々でひどく違った様相

を呈する.理論めいた面で共通の点がゼロというわ

けで狂いが地形地質気候植生などに支配されて

いるきわめてロｰカルカラｰ豊かな面を相手にしなけ

れば放らないだけに研修員の国の事情をあたまにおき

なカミら対応してやらないときわめてお座成り不親切

なことになってしまう.いいかえれば浅い地下水

深い地下水どこそこの地下水とひとつひとつが相異

しているのを相手にするつまり属地的性格の強い技術

ということになる.それだけに同じ技術研修といって

もあちこち見てまわる旅行をしなければ理解しにく

レ､.

したがって日本で水に浸った砂れきの層を'バル

カッション式のさく井機で掘さくしているのが普通み

られる光景であるが堅い玄武岩や石灰岩が地下水のお

もな取水層になっている大陸各国ではメタルクラウン

やトリコンビットを用いるロｰタリｰ式のドリリン

グが常識ということにも在る.

おまけに研修員各位はお国柄が違い性格学歴

経験人生観さらに生活習慣カミてんでに相異している.

田植えとき田圃に水が痛々と入っている状況をみせた

としてもそれについて考えることは360度それぞれ

に違っていると思わなければならない.そしてミス

タバｰテン君は対数方眼のことを知っているかと試

みにたずねてみると決ってアイノウと答える.

それたら書けるだろうと実際に対数方眼紙にプロット

させようとしても方眼紙の扱いかだが全然分っていな

い.教えてやるとそこでまたイエスァイノウ

とくる.1年中太平洋の温風を浴びて育っている日本

の地下水をみせたがら年間200m/血300m/mの乾燥

国の地下水の開発の仕方を教える……このおおき狂深い

谷間を埋め合わせつなぎ合わせていくことは実際な

かなか大変な仕事である.そしてしかもせめて誠実

さだけはまもりたいととった写真は必ず届けてやると�
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か紹介をたのまれた限り必ずし遂げてやるといった｡

ことを一度ももらさず逢わずやり遂げていくとなると

13年間なかなか苦しいことであった.

6.盲点のいくつか

彼らは井戸の水位を測ったり水質の測定をしたり

あるいは電気探査放射能探査の実習などで装置や

機械器具の類にじかにふれることにきわめて初心な興

味をいだく･ふだんそうしたものと縁遠いかたちにな

っていることが多い開発途上国から来ている研修員たち

には計測器具を扱うことカミ薬しいらしい､

らはむしろ理論そのものについては書物を通じて知っ

ている割合が大きくアメリカや西欧に留学した経験の

ある研修員の場合だと私たちが苦労して英語でしゃべ

るよりなまじっか高度の理解に達しているとみられる.

ところがそれが器具装置の類となると眼にふれ手にふ

れる機会カミ少ないせいかおおいに闘志をもやすものと

思われる･したがって日本製の計測器機を見せ使わ

せてみることは研修コｰスのなかで日本をPRするよ

図一13長野市水道局水質分析室で討論中の研修員･

い機会でもあるが業界がPRを展開するにもまたと

ない好機会になろう｡

しかし実はこのところにひとつ手前の問題盲点と

もいえる問題があったのである.っまりそれは日本へ

研修にきて機械器具にさわっただけであと自分たち

の国に帰ってしまうと再び何も狂い環境に立戻ること

にたるわけで研修の間に教わったはずのこともわた

したちカミ期待しているほど大きな効果を発揮していない

というのが多くの場合にみられるということである･

正確な情報ではないかも知れたいが多分にそうした

可能性が考えられる.タイのプリンスオプソンク

ラ大学でこうしたタイの人たちに再研修の途を開いて

いる地質家で絵を描くことに高い才能をもっている沢

田秀穂博士らはタイで見聞していることからわたし

たちの研修のありかたに手厳しいしかし前向きのア

ドバイスをなにくれとなく寄せてきてくれていた･

図一ユ4昼食申の研修員一行(1978年)

図一15四六時中ギタｰを抱いて……講議室はいわずもがな

見学先の黒部ダムの地下坑道を走るスヘシャルバス

の中まで持ち込んだ……ボリビアの研修員

当初目本人の講師のなかでその講義の進めかたが国

際馴れしていないという点でこまったことがあったが

図一16さく井現場実習の合間に一(1979年)�
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そのころ地盤沈下の対策に奔走していたころでもあった

ので東京や大阪の地盤沈下のことをいわば研修コｰ

スの目玉商品扱いにしはじめていたのである.ところ

がこれが余り好評でなく結局台湾やタイの研修員に興

味を少しもたれたていどにとどまった･ただ岳南富士

市の地下水中に塩水が校だれ込んできた現象は国際会

議の折にも興味をもたれた対象でもあったカミこれが地

質調査所のPRのせいもあって1972年以降参加してき

たバングラディシュの研修員がベンガル湾の塩水化問

題に対応するのに非常に役立ったという･

ところでいまひとつおおきな盲点になる問題カミあった.

とにかく研修員は十人十色でひとつのことを話して

いても彼らの方の受け取りかたはそれぞれに相異して

いるとみて間違いたい.360｡とはいわないまでも180,

150地中でみん校違ったことを考えていると思われる

くらいである.かたりつっ込んで知っている研修員も

おれば片方では地下水にじ｡かにふれたことがなく

ぺ一ハｰドライバｰ相当者もいるというわけである･

したがって最大公約数で話をまとめるか最小公倍数で

やるかが問題に校る.しかしこうした場合のノレｰルで

はやはり最小公倍数の方が大事のように思われる､

なかんずく

就中Howtogetwaterはこの研修コｰスの中心テｰ

マでもあるわけであるがいかにして住民カミ生活の用

飲料の用に供するていどの水を簡単に取得できるかそ

のためには地下水調査や電気探査あるいはボｰリング調

査も必要になるだろう.しかしそこで立派な貯水槽つ

き水中モｰタｰポンプつきの井戸を考える前に手押

しポンプでも汲める井戸あわよくば無動力で水がえら

れるようた井戸をこそ彼らの国は欲し彼らはそれを

つくる手順を知りたがっているという大事なことが忘れ

られていてはいけないのである･なればこそ講叢も

実習も至ってシンプルで基礎的なことを必要としてい

図一17さく井現場の見学で自ら10センチメｰトル掘り下げ

たバングラの研修員(1979年)

るということが10年目あたりから私どもにも漸く分り

だしてきたのである･つまりそれまで冒頭の日本人

講師の例と同じく彼ら研修員の方からみると平均以

上のむづかしいことを得々と講釈したり解説していた

ことにどうもなるらしレ･･

7.カントリｰレポｰトからクリスマスカｰドまで

毎年研修員は地下水資源開発技術研修コｰスに関す

る限りそれぞれ白国の地下水開発利用状況に関しての

レポｰトを持参する習慣になっていた.そしてこのカ

ントリｰレポｰトは研修講義のはじまった最初の週

にめいめいがほかの研修員やわれわれ関係者の前で紹

介をしその内容に関して質問を受けたり批判を浴び

たりするわけである曲もちろんその前に日本語の練習

たどに若干の時間を使っているが彼ら同志はすでに知

図一ユ8ビｰム式さく井機についての討論(長野市)

図一19井戸ピットの脇で熱の入ったディス

カッション.(長野市で)�
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ゆ合っているカミ専門のことになるとお互いはじめて

の接触場面になるのでよその国の事情を総括的に知る

にかなり役立っている･日本も私が研修景のかわり

になって2時間ほどおつき合いして国内事情を話し

てやる･質問するよう誘いだすとけっこう次から次

へ質問を浴びせてくるしカントリｰレポｰトのとき

からディスカッションスタイルの講義にして進めると

あとあとにもよい･OTCAは74年ごろから国際協力

事業団JICAと名称替えしたがふだんの講義時間(外

に視察見学にいってもこれに準じているわけであるが)は午

前10時から午後4時までとこの間午前午後邊回のコ

ｰヒｰブレｰクと中食1時間半ていどの休みがあるので

正味の時間は24時間中の4時間前後にとどまる.ディ

スカッションスタイルにでもするとあっという間に経

過してしまう.おまけに土日休みだから4ヵ月滞

図一21カントリｰレポｰトの披露

図一20ポンプで揚水した水の量を測定するフィジｰの研修員

���

図一22研修なかばに行う慰安会うたい笑いだべり

合って素晴しく陽気(1977)

存しても研修時間は340時間目本語やオリエンテｰ

ションのような付属の用件もこの中に含まれるから

真に有効な時間は200時間から250時間どまりであろ

う.もうちょっと有効な対話の時間が長くてよさそう

に思う.

研修のなかば研修員カミ2度目のホｰムシックにかか

るころ地下水技術センタｰが主催して講師との対話

を少しでも促カミす目的もあって慰安会を催す建前にな

っていた･宗教上の禁食があるのでとりとフライで

食卓をかざる家庭招待カミ彼らに一番よいということは

分っているのだが一度には受入れられず入れ替り立

ち替りも厄介たのでついつい新宿か銀座の中華風のレ

ストランで開いてしまう.それでもやった効果は大き

かったと思う.

JICAになってから4ヵ月の研修期間になったが

研修の終着点はJICAが主催する閉講式である･そこ

で彼らは待望のJICA総裁名の修了認定書と地質調査所

長の研修終了証書さらに全国さく井協会々長の研修済

み保証書都合3通りの大飯の証明書をそれぞれの長

から手渡してもらう.控えの席から11人の研修員に

対し都合33回の拍手がおこる.一同の記念写真を

毎年の習謄で地質調査所の正井義郎技官が撮影したあ

と事業団主催ク)立食パｰティｰ最後は日本語で蜜の光

漸く理解しかけたお互いがお別れの時間.

私た引≡1本人はやはり自然環境にめぐまれた島喚国

家の特権に甘やかされ目先の利にさとく研修員の立�
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場に立って面倒をみてやるだけの気概余ゆうに欠けて

いるという批判をしばしば聞く.派遣された専門家が

先方へ到着した翌日大使館で帰る目のこととみやげも

のを相談するというのも日本の住みよさに根差してい

るからといえよう･たしかに私たちは日本を押し売

りし過ぎ日本的でありさえすれぱよいと願う傾向が強

い･この点まずは反省の必要がある･

たとえば開発途上国からの多くの研修員は日本へ

来ることによって箔がつくという前提の上に立ってカ

メラやスァレオや衣裳類場合によるとトヨタやニッサ

ンを買って帰る･反面研修の内容的にえて帰るのはど

のくらいかひとりひとりについて測り知る手立ては修

業試験をやるわけでないからわからない･現在JICA

で追跡調査として帰国研修員の巡回指導を実施してい

るが百数十のコｰスについて行なっているので各コ

ｰスは数年に1回の割合にしかなら校い･これには研

修にたづさった技術者が参加しており地下水資源開発

技術研修コｰスでは1975年に野間技官が沿岸鉱物資

源開発集団研修コｰスの担当者とともにタイマレｰ

シャインドネシアの3か国の巡回指導を行っている･

この巡回指導は

(1)研修員の職場環境の実態把握

(2)研修コｰス及び研修成果に対する意見の聴取

(3)研修員の帰国後の活動状況

(4)研修員の日常業務における技術的問題点について

の意見交換

など情報の収集により今後の研修業務をより充実した

ものにする基礎資料を得ることを目的として研修員の

所属機関の訪問帰国研修員との面談及び技術的問題に

ついての討論を行なっている.

また大部分の研修員はアフタケアとして最近の情

報文献及び機材の供与を強く希望しており今後JI-

CAに望まれる課題の一つである･

協力してもらっていた人達が研修員の国へいったと

き大へん歓待され旅行のスケジュｰルがスムｰスに

たてられたとか商談の前後に研修員が大変まめに立廻

ってくれたとかいう情報これらはそれなりにうれし

く思うが形で示せるものではない.

ところでその13年間はげんだ成果に反応してくれる

唯一の物証は研修員がよこしてくれるクリスマスカ

ｰドであろう.その年のカミｰ番多く次第に遠ざかる

と減ってやがて律義にずっとつづけて毎年送ってくれ

る10名余りの分に落着く.それぞれのお国柄を示して

いて興味深い図柄のものカミ多いカミそれを敢て誇張

していわせてもらえば彼らとの心のつながりを示すと

もいえるしその反面数が増えれば増えたでこちら

の返す方が手に負えなくなってしまいやがて途絶えて

しまうか細いコミニケｰションだともいえそうである.

図一23

終了証書をもらう研修員

(ユ967年大韓民国林正雄君)�


